















































































自由民主党 民主党 公明党 日本共産党
1.補償立法の取組み 立法に取組まない 立法に取組む どちらとも言えない 立法に取組む
2.補償は解決済みか 解決済み 解決済みでない 解決済み 解決済みでない
3.政府の資料公開 公開の必要なし 公開すべき どちらとも言えない 公開すべき
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